
 
 

 

 

 

 

 

    

 

 

  

① 協議会の設立経緯 
本市では、平成 18 年 8 月に設置された「二本松市担い手育成総合支援協議会」において、

平成22年度より耕作放棄地再生利用の支援事業を行ってまいりました。平成26年5月より協
議会は、「二本松市地域農業再生協議会」に整理統合されましたが、引き続き当組織により耕
作放棄地再生事業を行っていきます。 

 
② これまでの取組状況 
国の「耕作放棄地再生利用緊急対策交付金」を活用し、平成 22 年度 2.37ｈａ、平成 23 年度 

0.95ｈａ、平成 24 年度 3.53ｈａ、平成 25 年度 5.2ｈａの耕作放棄地の解消を行いました。 

③ 特徴的な取組 
平成２４年度に市農業委員会において、「遊休農地活用専門委員会」が立ち上がり、より地 

域に密着した耕作放棄地の把握や再生促進に努めています。 
 

④ 今後の抱負・活動展開予定 
  今後も耕作放棄地の解消に努めていくと同時に、耕作放棄地を利用して地域の特産物を栽
培する農家への経営支援といった、地域の活性化につながる活動を積極的に進めていきたい

と思います。 

 

 

電気柵の利用 

 遊休農地については、農業委員会が毎年 1 回行う農地の利用状況を調査した後、所有者等に対する意

向調査を行います。意向どおりの取組みを行わない場合、農業委員会は、農地中間管理機構との協議を

勧告し、最終的に県知事の裁定により、農地中間管理機構が農地中間管理権を取得できるようになりま

した。また、所有者がわからない遊休農地については、公示手続きを経て県知事の裁定が行われます。 

 

毎年 1回、農地の利用

状況を調査 
＜農 業 委 員 会＞ 

遊休農地とは 
○1 年以上耕作されておら

ず、かつ、今後も耕作され

るみこみがない 

○周辺地域の農地と比較し

て、利用の程度が著しく劣

っている。 

 

耕作者不在となるお

それのある農地 
○耕作者の相続等を契機に適

正な管理が困難となることが

見込まれる農地 

 

 

県 

知 

事 

の 

裁 

定 
 
 

所有者等を確定できない旨を公示 

農地所有者等に対して 

①自ら耕作するか 

②農地中間管理事業を利用するか 

③誰かに貸し付けるか 

等の意向を調査 

 

農地中間管理機構

との協議の勧告 
 
意向表明のとおり 

○権利の設定・移転を行わ

ない。 

○利用の増進を図ってい

ない。 

担い手への農地集積 農地中間管理機構による農地中間管理権の取得 
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易
で
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、
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、
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日頃より耕作放棄地対策の推進にご尽力いただき、感謝申し上げます。本年度から編集を担

当することになりました。農業関係の仕事は初めてなので、戸惑いを隠せない日々ですが、皆様

の取り組みに少しでもお役に立てるよう情報発信したいと思います。 

 今後ともよろしくお願いいたします。  (担当：佐藤) 

※「農地再生レインボー通信」の配信を希望される方は、 

n os on sh ink o @pr e f . fu k ush ima . lg . jp までご連絡ください。 
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キ
ャ
ベ
ツ
、
タ
マ
ネ
ギ
、
白
菜
等
の
野
菜
を
、
今
回 

解
消
し
た
農
地
を
フ
ル
活
用
し
て
生
産
し
ま
す
。 

 

ま
た
、
耕
作
し
て
い
る
農
地
に
隣
接
す
る
「
お
も
て 

ご
う
保
育
園
」の
園
児
と
地
元
「
高
砂
老
人
ク
ラ
ブ
」 

の
交
流
の
場
と
し
て
農
園
を
提
供
す
る
こ
と
で
食
育 

と
生
き
が
い
づ
く
り
に
寄
与
で
き
れ
ば
と
考
え
て
い 

ま
す
。
更
に
、
解
消
農
地
で
の
野
菜
栽
培
に
障
が
い 

者
の
方
々
の
働
く
場
と
し
て
の
提
供
を
視
野
に
、
地
域 

と
共
存
で
き
る
会
社
と
し
て
営
農
活
動
を
実
践
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。 

～福島県並びに県協議会からのお知らせ～ 
◎ 平成 26年 7月 29日（火）午前 10時から「耕作放棄地活用推進セミナー」が、福島県農業総

合センターの多目的ホールで開催されます。県内の農業者の方をはじめ、農業参入を目指す企

業や市町村等の関係機関の方々を対象として、耕作放棄地を有効な経営資源として活用しなが

ら新規就農者の育成・支援・農業への新規参入などの取組事例の発表や情報交換を行います。 

  お問い合わせは、福島県農村振興課まで。（電話：024-521-7415） 
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協
力
企
業
の
大
型
機
械
を
活
用
し
、
背
丈
ほ
ど 

伸
び
た
草
を
ト
ラ
ク
タ
ー
に
取
り
付
け
た
モ
ア
ー 

で
刈
り
取
り
、
成
長
し
た
雑
木
類
は
ノ
コ
ギ
リ
で 

伐
採
し
、
抜
根
作
業
を
行
い
ま
し
た
。 

 

農
地
は
、
プ
ラ
ウ
で
反
転
し
、
ロ
ー
タ
リ
ー
で
耕 

耘
し
た
後
、
レ
ー
ザ
ー
レ
ベ
ラ
ー
で
均
平
作
業
を 

行
い
、
野
菜
の
植
え
付
け
・
管
理
・
収
穫
等
の
作
業 

全
般
に
適
し
た
農
地
に
仕
上
げ
ま
し
た
。
解
消
し 

 
 

 
 

 
 

た
大
切
な
農
地
は
し
っ
か
り
と
活
用
し
て
い
き
ま
す
。 

 
 

（◎一番右側が、森本桂次社長） 

 

 大型機械による反転作業 
 
再生農地でのキャベツ栽培 

園児による農業体験 


